
                  



《はじめに》 

 

 このたびは『緑区戦時体験記録集 復刻版』を手に取っていただき、

誠にありがとうございます。 

 

 「戦争体験を語り継ぐ集い」（名古屋市緑生涯学習センター主催）

は、1989年（平成元年）に始まり、年に一度の開催を重ねながら、

2025年には通算36回を数えるまでになりました。第6回（1994

年）以降は、私たち「戦争体験を語り継ぐ会」が運営を担い、毎年

『戦時体験記録集』を発行してまいりました。 

 

 このたびの復刻版は、これまで発行した記録集全てを原本のまま

データ化しました。しかし、発行から年月が経過しているため、一

部には原本の状態が悪く、文字がかすれていたり、紙面の背景が黒

ずんでいたり、文字が切れて読みにくくなっている箇所があります。

あらかじめご了承いただけますと幸いです。私たちは可能な限り原

文の雰囲気や記録の真実性を損なわぬよう努めております。 

 

 なお、巻末には「付録」として、第一集以前（1989年・1990

年・1992年）の戦争体験記録を収めた『みどりフォーラム実行委

員会記録』から、本集いに関連する証言のみを抜粋して再録しまし

た。「みどりフォーラム」は、地域の課題を住民自身が考え、テーマ

ごとにブースなどを設ける形で、緑生涯学習センターと住民が協働

開催していた取り組みであり、本集いの原点の一つとなっています。 

 

 記録集に綴られているのは、戦争を実際に体験された方々による、

悲惨な記憶の証言です。その語りには、文字を超えて心に迫る「実

感」があります。戦争を知らない世代がこれらの声に触れることで、

平和や命の尊さについて深く考えるきっかけになればと、私たちは

願っています。「記録として残す」という行為は、「二度と戦争を繰

り返してはならない」という強い思いと、未来への切実なメッセー

ジそのものなのです。 

 

 こうした活動が長年続けられたのは、シベリア抑留から帰還され

た故・橋詰四郎さんの情熱と信念によるところが大きいです。橋詰

さんは第 3回の集いに語り部として参加されたのち、会の中心的存

在として記録集の編集・発行に尽力してくださいました。「戦争被害

や加害を正しく記録する。少しでも戦争賛美につながる表現があれ

ば、絶対に掲載しない」――それが橋詰さんの譲れない姿勢であり、

今もなお私たちの活動の指針となっています。編集会議での真摯な

姿勢、語り部への敬意ある姿は、今も私たちの心に深く刻まれてい

ます。 

 

 戦争は、戦場だけでなく、銃後と呼ばれる国内の暮らしにも極限

状態をもたらしました。人々は時に「被害者」となり、また時に「加

害者」ともなり、あるいはその両方の立場を生きることもありまし

た。体験を語るという行為は、語り手にとって過去の傷をもう一度

開くことでもあります。それでも「命の大切さを伝えたい」という

強い思いで語られた言葉には、私たちが未来へ受け継ぐべき重みが

あります。 

 

 本書は、小・中・高校の生徒の皆さんにもぜひ手に取っていただ

きたい一冊です。戦時当時の表記により、読みづらい箇所もあるか

もしれませんが、それもまた歴史の一部であり、時代の空気を映し

出すものです。かつて軍国主義的な教育が多くの戦争被害と加害を

生んだという事実をふまえ、教育の場では人権、平和、命の尊厳に

ついて考える教材として活用いただければ幸いです。 



《読み方のご案内》 

 

 目次から関心のあるタイトルを選んでお読みください。旧字体や

歴史的仮名遣いを含む記述は、当時の雰囲気を損なわぬよう原文の

まま掲載しています。また、現在の人権感覚から見ると不適切と感

じられる表現が含まれている場合もありますが、これは史実を正確

に伝えるためであり、差別を助長する意図は一切ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《編集後記》 

 

 膨大な情報を一つにまとめるという作業は、意義深いものである

と同時に、果たして実現可能なのかという不安も抱えるものでした。

予算やページ数などの制約を考慮すると、「書籍」という紙媒体での

発行は難しく、最終的にはデータベース形式での配布を目指すこと

になりました。 

 

 構想から足かけ 3 年――。完成までには長い歳月を要しました。

これまで発行されてきた各記録集の背後には、今は亡き多くの先人

の方々をはじめ、表に出ることのなかった数多くの関係者の尽力が

あったことに、あらためて思いを馳せています。 

 

 今回の復刻版の編集にあたり、名古屋市緑生涯学習センターの関

係者の皆さま、ピースあいちの皆さま、そして編集作業に多大なる

ご尽力をいただいた浅生卯一さま、さらに仕上げの段階で惜しみな

いご支援をくださった、フリー・スタイル・スクール「ミズニーラ

ンド」主宰の水野晴仁さまに、心より感謝申し上げます。 

 

 世界の平和を願いながら、ここに編集後記とさせていただきます。 

 

お問い合わせ先 

戦争体験を語り継ぐ会 代表 荒川 淳子 

携帯電話：090-3582-3027 

 

２０２５年８月１５日 戦争体験を語り継ぐ会 会員一同 
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